
平成３０年度 第６回理事会 

日 時：平成３０年９月７日（金） １５：３０～１６：１０

場 所：特別会議室（つくば市）

Ⅰ．報 告

１．国立研究開発法人森林研究・整備機構の平成２９年度における業務の実績に係

る評価結果について 

２．平成３１年度国立研究開発法人森林研究・整備機構関係予算概算要求の概要に

ついて 

３．創立記念式典等の開催について

４．早期退職者の募集について

５．平成 30年度 特定中山間保全整備事業等の事後評価について 

６．森林整備センター各システムの外部データセンター移設について【非公表資料】 

７．その他

（１）今後の行事予定について

（２）主要行事
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１
．
評
価
対
象
に
関
す
る
事
項

法
人
名

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構

評
価
対
象
事
業
年
度

年
度
評
価

平
成
2
9
年
度

中
長
期
目
標
期
間

平
成
2
8
～
32
年
度

２
．
評
価
の
実
施
者
に
関
す
る
事
項

主
務
大
臣

農
林
水
産
大
臣

法
人
所
管
部
局

林
野
庁
森
林
整
備
部

担
当
課
、
責
任
者

研
究
指
導
課
長

森
谷
克
彦
、
整
備
課
長

矢
野
彰
宏

計
画
課
長

橘
政
行

評
価
点
検
部
局

大
臣
官
房

担
当
課
、
責
任
者

広
報
評
価
課
長

前
田
剛
志

３
．
評
価
の
実
施
に
関
す
る
事
項

・
平
成
30
年
６
月
2
5
日
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
審
議
会
林
野
部
会
を
開
催
し
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
か
ら
自
己
評
価
書
を
説
明
。
林
野
庁
関
係
部
課
長
等
か
ら
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
理
事
長
・
理
事
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
及
び
監
事
へ
の
意
見
聴
取
を
実
施
。

・
平
成
30
年
７
月
1
7
日
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
審
議
会
林
野
部
会
を
開
催
し
、
委
員
か
ら
大
臣
評
価
書
（
案
）
に
対
す
る
意
見
を
聴
取
。

４
．
そ
の
他
評
価
に
関
す
る
重
要
事
項

様
式
２
－
１
－
１

国
立
研
究
開
発
法
人

年
度
評
価

評
価
の
概
要
様
式
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１
．
全
体
の
評
定

評
定

Ｂ
：
中
長
期
目
標
に
照
ら
し
、
着
実
な
業
務
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２
８
年
度

２
９
年
度

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

（
Ｓ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
）

Ｂ
Ｂ

評
定
に
至
っ
た
理
由

項
目
毎
の
評
定
で
は
3
0
項
目
の
う
ち
Ａ
が
1
2
項
目
、
Ｂ
が
18
項
目
で
あ
り
、
評
価
要
領
に
基
づ
く
点
数
化
に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
で
は
Ｂ
と
な
っ
た
。
全
体
評
定
に
影
響
を
与
え
る

事
象
も
な
か
っ
た
た
め
、
Ｂ
と
評
定
し
た
。

２
．
法
人
全
体
に
対
す
る
評
価

研
究
開
発
業
務
に
お
い
て
は
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
再
造
林
経
費
の
節
減
効
果
の
実
証
や
、
C
LT
の
強
度
性
能
の
解
明
と
JA
S
へ
の
反
映
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
優
良
ク
ロ
ー
ン
の
選
定
等
、
国
の
施
策
や
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
成
果
が
多
く
得
ら
れ
た
と
と
も
に
、
研
究
開
発
成
果
の
普
及
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
森
林
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
過
程
の
解
明
や
、
成
長
錘
コ
ア
自
動
採
取
装

置
の
開
発
・
製
品
化
、
抵
抗
性
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
い
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品
種
の
開
発
な
ど
の
顕
著
な
成
果
が
見
ら
れ
た
と
と
も
に
、
企
業
・
大
学
等
と
の
共
同
研
究
や
、
研
究
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
設
立
等
、
橋
渡
し
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推
進
し
た
。
ま
た
、
外
部
研
究
資
金
の
積
極
的
な
獲
得
等
の
財
務
内
容
の
改
善
に
も
十
分
に
取
り
組
ん
だ
。

水
源
林
造
成
業
務
に
お
い
て
は
、
特
に
水
源
涵
養
機
能
等
の
強
化
を
図
る
重
要
性
が
高
い
流
域
内
に
限
定
し
た
新
規
契
約
の
締
結
や
、
既
契
約
で
の
長
伐
期
化
・
複
層
林
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
債
権
債
務
管

理
の
適
切
な
実
施
等
、
年
度
計
画
に
基
づ
い
た
着
実
な
事
業
実
行
が
な
さ
れ
た
。

森
林
保
険
業
務
に
お
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
先
端
技
術
を
用
い
た
積
極
的
な
業
務
効
率
化
、
各
種
媒
体
を
用
い
た
広
報
活
動
に
よ
る
幅
広
い
加
入
促
進
の
取
組
、
引
受
条
件
の
見
直
し
と
そ
の
周
知
等
、
各
種

取
組
を
精
力
的
に
進
め
た
。

業
務
運
営
に
お
い
て
は
、
研
究
成
果
の
水
源
林
造
成
事
業
地
で
の
効
果
検
証
や
、
森
林
保
険
業
務
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
気
象
被
害
判
別
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
の
、
研
究
開
発
業
務
、
水
源
林
造
成
業
務
及
び
森
林
保

険
業
務
に
お
け
る
連
携
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ
の
貢
献
等
、
行
政
機
関
と
も
連
携
・
協
力
を
進
め
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は
じ
め
と
す
る
広
報
活
動
も
積
極
的
に
推
進
す

る
な
ど
の
顕
著
な
取
組
も
見
ら
れ
て
お
り
、
国
立
研
究
開
発
法
人
と
し
て
適
正
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
業
務
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３
．
項
目
別
評
価
の
主
な
課
題
、
改
善
事
項
等

特
に
な
し
。

４
．
そ
の
他
事
項

研
究
開
発
に
関
す
る
審
議

樹
木
・
森
林
生
物
の
ゲ
ノ
ム
情
報
の
蓄
積
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
経
済
学
等
、
社
会
科
学
系
の
研
究
に
つ
い
て
も
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の

会
の
主
な
意
見

高
度
な
新
技
術
や
、
森
林
情
報
の
効
率
的
な
把
握
技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
大
企
業
や
森
林
組
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
林
業
界
全
体
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
幅
広
い
普
及
に
努
め
ら
れ
た
い
。

監
事
の
主
な
意
見

機
構
の
業
務
は
、
法
令
等
に
従
い
適
正
に
実
施
さ
れ
、
第
４
期
中
長
期
目
標
の
着
実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。
ま
た
、
研
究
開
発
業
務

と
水
源
林
造
成
業
務
と
の
連
携
で
は
シ
カ
対
策
等
、
森
林
保
険
業
務
と
の
連
携
で
は
気
象
害
評
価
等
の
共
同
研
究
に
お
い
て
多
く
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取
組
を

進
め
て
い
く
よ
う
期
待
す
る
。

様
式
２
－
１
－
２

国
立
研
究
開
発
法
人

年
度
評
価

総
合
評
定
様
式

－2－



評
価
項
目

年
度
評
価

項
目
別

備
考

２
８
２
９
３
０
３
１
３
２

調
書

年
度
年
度
年
度
年
度
年
度

No
.

第
１
研
究
開
発
の
成
果
の
最
大
化
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

１
．
研
究
開
発
業
務

（
１
）
研
究
の
重
点
課
題

ア
森
林
の
多
面
的
機
能
の
高
度
発
揮
に
向
け
た
森
林
管
理
技
Ａ

Ａ
第
1-
1

術
の
開
発

(
1)
ア

イ
国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
持
続
的
林
業
シ
ス
テ
ム
の
Ｂ

Ａ
第
1-
1

開
発

(
1)
イ

ウ
木
材
及
び
木
質
資
源
の
利
用
技
術
の
開
発

Ａ
Ａ

第
1-
1

(
1)
ウ

エ
森
林
生
物
の
利
用
技
術
の
高
度
化
と
林
木
育
種
に
よ
る
多
Ａ

Ａ
第
1-
1

様
な
品
種
開
発
及
び
育
種
基
盤
技
術
の
強
化

(
1)
エ

（
２
）
長
期
的
な
基
盤
情
報
の
収
集
、
保
存
、
評
価
並
び
に
種
苗
Ｂ

Ｂ
第
1-
1
(2
)

の
生
産
及
び
配
布

（
３
）
研
究
開
発
成
果
の
最
大
化
に
向
け
た
取
組

Ａ
Ａ

第
1-
1
(3
)

２
．
水
源
林
造
成
業
務
等

（
１
）
事
業
の
重
点
化

Ｂ
Ｂ

第
1-
2
(1
)

（
２
）
事
業
の
実
施
手
法
の
高
度
化
の
た
め
の
措
置

Ｂ
Ｂ

第
1-
2
(2
)

（
３
）
特
定
中
山
間
保
全
整
備
事
業
等
の
事
業
実
施
完
了
後
の
評
Ｂ

Ｂ
第
1-
2
(3
)

価
に
関
す
る
業
務

（
４
）
債
権
債
務
管
理
に
関
す
る
業
務

Ｂ
Ｂ

第
1-
2
(4
)

３
．
森
林
保
険
業
務

（
１
）
被
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

Ｂ
Ａ

第
1-
3
(1
)

（
２
）
加
入
促
進

Ｂ
Ａ

第
1-
3
(2
)

（
３
）
引
受
条
件

Ｂ
Ａ

第
1-
3
(3
)

（
４
）
内
部
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
高
度
化

Ｂ
Ｂ

第
1-
3
(4
)

評
価
項
目

年
度
評
価

項
目
別
備
考

２
８
２
９
３
０
３
１
３
２

調
書

年
度
年
度
年
度
年
度
年
度

No
.

第
２
業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
事
項

１
．
一
般
管
理
費
等
の
節
減

Ｂ
Ｂ

第
2-
1

２
．
調
達
の
合
理
化

Ｂ
Ｂ

第
2-
2

３
．
業
務
の
電
子
化

Ｂ
Ｂ

第
2-
3

第
３
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

１
．
研
究
開
発
業
務

Ｂ
Ａ

第
3-
1

２
．
水
源
林
造
成
業
務
等

Ｂ
Ｂ

第
3-
2

３
．
森
林
保
険
業
務

Ｂ
Ｂ

第
3-
3

４
．
保
有
資
産
の
処
分

Ｂ
Ｂ

第
3-
4

第
４
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

１
．
研
究
開
発
業
務
、
水
源
林
造
成
業
務
及
び
森
林
保
険
業
務
に
お
け
る
Ｂ

Ａ
第
4-
1

連
携
の
強
化

２
．
行
政
機
関
や
他
の
研
究
機
関
等
と
の
連
携
・
協
力
の
強
化

Ｂ
Ａ

第
4-
2

３
．
広
報
活
動
の
促
進

Ｂ
Ａ

第
4-
3

４
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

Ｂ
Ｂ

第
4-
4

５
．
人
材
の
確
保
・
育
成

Ｂ
Ｂ

第
4-
5

６
．
情
報
公
開
の
推
進

Ｂ
Ｂ

第
4-
6

７
．
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化

Ｂ
Ｂ

第
4-
7

８
．
環
境
対
策
・
安
全
管
理
の
推
進

Ｂ
Ｂ

第
4-
8

９
．
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
事
項

Ｂ
Ｂ

第
4-
9

様
式
２
－
１
－
３

国
立
研
究
開
発
法
人

年
度
評
価

中
長
期
計
画
項
目
別
評
定
総
括
表
様
式
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平
成
31
年
度
予
算
概
算
要
求
の
概
要

Ⅰ
－
２

－5－

Ⅰ－２



－6－



－7－

1301126
テキストボックス



－8－

1301126
テキストボックス



－9－

1301126
テキストボックス



－10－

1301126
テキストボックス



－11－

1301126
テキストボックス



－12－

1301126
テキストボックス



－13－

1301126
テキストボックス



理 事 会 資 料 

平成３０年９月７日 

創立記念式典等の開催について 

森林研究・整備機構創立記念式典（１１３周年）を下記のとおり開催する。 

記 

日 時：平成３０年１１月１日（木） 午前１１時より 

・理事長式辞

・理事長賞表彰

場 所：大会議室（テレビ会議により中継） 

その他：同日午後、平成３０年度理事長賞表彰者による講演会を予定。 

詳細は後日お知らせする。 

Ⅰ－３
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理 事 会 資 料

平成３０年９月７日

早期退職者の募集について

このことについて、組織の年齢別人員構成を適正化し、組織の活性化を図るため、

下記のとおり早期退職者の募集を実施する。

記

組織名 募集期間 募集人数 対象者（ 31.3.31 現在）

森林総合研究所等 30.10.12 ～ 31.1.25 ３名程度 45 歳以上 60 歳未満

森林整備センター 30.9.3 ～ 31.1.25 若干名 45 歳以上 60 歳未満

Ⅰ－４
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平成30年度特定中山間保全整備事業等の事後評価について（報告）
森林整備センター

今年度、農用地総合整備事業「下閉伊北区域」において事後評価を実施し、その結果が８月
31日(木)農林水産省ホームページで公表された。
（http://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/index.html）
なお、事後評価の結果、事業目的に応じた効果が発現していることが確認された。

下閉伊北区域（農用地総合整備事業）

【事業の概要】

関係市町：岩手県下閉伊郡岩泉町、田野畑村、普代村
事 業 費：約182億円

工 期：平成14年度～平成22年度
主要工事：区画整理 92ha、客土 6ha、暗渠排水 4ha、土層改良 13ha

農業用道路 15.7km

【評価結果の概要】
○本事業による区画の整形・拡大等により、機械作業が容易となるとともに、用排水路の整備
により、農業用水の安定供給、水路の維持管理の省力化が図られている。団地内では、野菜
類の作付が増加しており、酪農が盛んな地域特性を背景に牧草の生産も多く、国産農産物・
飼料の安定的な供給に寄与している。

○農業用道路の整備により、農産物や木材の輸送時間、森林施業地までの移動時間が短縮され
ているほか、農業用道路は、災害発生時に幹線国道の代替路として利用されるとともに、地
域住民の通勤、通学等にも利用されている。

○区画整理を行った団地において農業体験が行われており、農業用道路の沿線では、畜産農家
による交流会や工事に伴い移植した植物の観察会が開催されるなど、本事業を契機とした都
市農村交流の取組が拡大している。

酪農家による交流会

ブロッコリー( 菅 窪 団地）
すげのくぼ

改修後の用水路(明 戸団地）
あけ と

木材運搬 台風災害時の支援車輌通行

移植したサクラソウの観察会

集乳車の通行

農業体験（中 島団地）
なかしま

区画整理( 明 戸団地）
あけ と

【関係者限り】
【平成30年９月６日 理事会資料】
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理　事　会　資　料　 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森林研究・整備機構 

今後の行事予定について 

日  付 
研

究 

水

源 

保

険 
行 事 名 等 場  所 

９月１日～２日 ○ 「ミュ－ジアムキッズ！全国フェア」出展 京都市勧業館「みやこめっせ」 

９月６日 ○ 平成３０年度関西地区林業試験研究機関連絡

協議会総会 

シェラトングランドホテル広島

（広島県広島市） 

９月７日 ○ ○ ○ 第６回理事会 森林総合研究所 

９月７日 ○ 平成３０年度木材関係研究調整会議 林野庁 

９月１３日～１４日 ○ 地域再生シンポジウム2018 in 山形 持続的

な広葉樹利用による地域再生 ～付加価値を

高めて未利用資源を活かす～ 

シンポジウム：置賜総合文

化センター（米沢市）

現地検討会：飯豊町他

９月１９日 ○ ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進北海道

ブロック会議 

北海道地区特定母樹等普及促進会議 

かでる２．７ 

（札幌市） 

９月２６日～２８日 ○ ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進関東・

中部ブロック会議 

会議等：農林水産省 

現地検討会：栃木県林業セ

ンター他（宇都宮市）

１０月２日～３日 ○ ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進近畿・

中国ブロック会議 

関西地区特定母樹等普及促進会議（２日） 

近畿中国森林管理局 

１０月３日 ○ 森林総合研究所北海道支所創立１１０周年記

念式典 

記念植樹：森林総合研究所

北海道支所 

記念講演会：男女共同参画セ

ンター（札幌エルプラザ） 

１０月９日～１１日 ○ ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進九州ブ

ロック会議

九州森林管理局 

九州育種場 

１０月１２日 ○ ○ ○ 第７回理事会 森林総合研究所 

１０月１３日 ○ ○ 東北支所一般公開・公開講演会 森林総合研究所東北支所 

１０月１５日 ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進四国ブ

ロック会議

高知会館 

（高知市） 

１０月１６日 ○ ○ ○ 平成３０年度 森林総合研究所 公開講演会 

「水を育む森林」 

ヤクルトホール

（東京都港区）

１０月１９日 ○ 関西支所公開講演会「広葉樹林はお宝になる

か？～有効活用の可能性を探る～」 

龍谷大学 響都ホ－ル校友

会館（京都市） 

１０月２０日 ○ ○ ○ 第２３回「親林の集い」 林木育種センター 

１０月２３日 ○ SIPリグニン2018公開シンポジウム、森と土の

マテリアルイノベーション、希望の新素材「

改質リグニン」のビジネス戦略

産総研臨海副都心センタ

ー（東京都江東区） 

１０月２３日～２４日 ○ ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進東北ブ

ロック会議

東北地区特定母樹等普及促進会議（２３日）

森林総合研究所東北支所 

１０月２７日 ○ 平成３０年度四国支所一般公開 森林総合研究所四国支所 

１０月２８日 ○ ○ 「水都おおさか森林の市2018」出展 近畿中国森林管理局・毛馬

桜之宮公園（大阪市） 

１０月３０日 ○ 森林整備センター公開シンポジウム 

「次世代へ森の恵み」 

宮崎市民プラザ オルブライト

ホール（宮崎県宮崎市） 

１０月３０日～３１日 ○ 森林総合研究所公開講演会 九州支所 70 周年・九

州育種場 60 周年／70 周年記念植樹（３１日） 

講演会：くまもと県民交流館 

パレア 

記念植樹：森林総研九州支所
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

８月１０日（金） 【育】育種運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、育種事
業・森林バイオ担当理事、法令遵守担当理事、両監事

〃 【共】第５回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

２４日（金） 【研】環境研究機関連絡会 研究担当理事

〃 【研】南京森林警察学院来訪

〃 公会計監査機関意見交換会議 両監事

２７日（月） 【研】大田原市長来訪 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

３０日（木） 【研】関東森林管理局長来訪 企画・総務・森林保険担当理事

３１日（金） 【研】公開シンポジウム「君たちは大径材をどう使うか」 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、育種事業・森林
バイオ担当理事

２８日（火）
～９月　３日（月）

国際森林研究機関連合事務局（オーストリア） 理事長

３日（月） 林野庁庁議 理事長

主要行事（平成３０年８月１０日～平成３０年９月６日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事　 の略
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